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A 170

C(杜)日本家政学会

小児期にいる給喰の実籐　Ｑ芽7 秩) 摩状綸食んり濠の相互卿承と
そ助鵬比獣

甲子園蜂大　冨田絹子　西回義辰子　○ふ下虎子

　目的　学童期･よ幼児期に比し1.生娘習慣，食欲力吽定してくる八まだ考しい成長ゑ

雇に^）'j
■
楡食の持っ意義は大さらそこで近畿1 比域の公立小膜状, A掌μ｀旅如.g2j｀食

Ｎ軍31歌丿灯回食．S>ヤル
域比株いtつにので栽告する・

　方浦　調査対象は昭和吋亨農摩旅珍貴ヽ献土表で, A申/SI B 分，N if /?2 日永　sヤ

/gI 8 参で｀ある.伺れi栄養素旧項a 之三訂補食心戌参表よ'I !£政，み々について午子均
or).標準仰暴（SD），叉動率（CV'）なとを率めた．?らに了市各り心っいT ,　＼0項3問舛a関

行列を作成レ3-f吋ﾋ軟を行った．

　締素　0）摩款珍食基平栄養量との比軟で'(I, N 事のら｡v.Si-i: 川糾ヽに下まわった斯

化の項目It何れも基手口足している．いヽレ基平量の支められてべい瓦お≒I a阿

季量との関連叫みて5々ともヤヤ低い.

ひ）栗凌寺優について３市間の羊の験死（t 検定）をftったところ. び口ff/の布考互£も

っX. N-fの鯵-t, 総蛋白，和刎｀s膏飢総脂眺動物叫旨肪■t*塙ぐ綿t^. V.A, Bし

Bi量川臥なっておう. /軍降動勿体なダ高（, fc^i'低値をホレた.

0)　各宋濠魂哺の相間関係で（よ, I /"の有意水準を't､し限のli-. 3市とも’熱-t.と碁脂

肪，蛋台す，V. B,Ｊ 「気とV.Bz」「灸白質と＆, V.Bぬ「V. B,とB2」などて力') ･ K

字，//孝て"li「灸白とhj A 亨!r S市tit「雅とV^Cj S軍いよ「鴻と八，V.B。Bz.「ン.」

「灸白と脂肪」などであ'). 却申によ'; やや凛った傾向をネレ穴．

A 171　　小児期に剔り締喰の脈絡（芽8郡､) 々蔵轍食私食ヽぬの^日互関係と

　　　　僕の地域比較

　　　　甲予m短大　　○冨te絹子　西田矢吹于　山下息子

　目的前報と同じ'A参N申. S市の小学状齢ヽ食ヽにおり｀る、各食品間の相互関係ま朗ら

ヵヽにし.その廻希ﾋ帆を行っ削ので報菅する．

方漓調査埓釦よ蜂i秋と同疎厖和μ?皮孝衣給食献立表で，A々/?7 a分, N今

り日分，S市/釦日分rある. 食品群は国民衆養調査食品群別表による2/項S とL-, 各/?z 日分，S申/B□分X･ある. 食ゐ群は

涛ヽについT 年間X，£P, CV り

寸の比軟を行った，

ｊ

　締景（') 摩栽給食基平食み構成まとの比軟て’μ．3市といこ、麦類、斥頬.^'’葺レく

商（､. ゑ領、果実類、緑葡色野菜‥色掌類量iりヽなうｲ＆値を示しr-.

(2) ふ食ゐ群の3 申哨の基の検良（t 検吏) i'if･・だところ. 八重はい毛執、豆軋その

他の野菜辨靫高く（､びりロ, S'<

灸色野菜が最4, fいヽつた（p＜∂.ロ/).
剛　名奥恥群間(- ／芦の太早でﾈ岬聞か呪球みたのはヽへすrit「穀類、麦類といも

頓」「皿頓と豆類（-）練黄色野菜」「油脂類と緑黄色野裴」に、Nすいよ「穀類、麦

類いべ頬」「麦頬と莱子-類紅魚介類」「いｔ順と果実頬」（豆頓と嫁黄色野釆け･そ

の化の野菜け）、乳頬-)」「凍､実類と緑黄£野炎」「緑黄也野簒とその他の野果」「7奔､ケ順

と八頬､同」など', S 今X は「い＼頻とその他の野菜」Γ£蔡と莱ま

と々の-ftの野東曰j r角､學頬と４類曰」なと’で.聊市にょりヽなこう熹った傾向とホし乱


